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HPにも掲載しています！！見てね！！ 







23 年度活動報告まとめ 
地域おこし協力隊 中田 祥仁 

剣淵町の地域おこし協力隊になってから早くも 3年がたとうとしています。 

23 年度、アルパカ牧場では色々な出来事がありました。 

オープン当時、栃木県の那須アルパカファームからやってきたオスのアルパカのオレンジと 

チョッパーが亡くなりました。 

牧場もオープンしてから 15 年目に入り、続々と高齢化が進み、現在いるオスに関しては全て 

剣淵町で生まれたアルパカ達です。 

寿命が 15 年～20 年と言われている中、現在最高齢のアルパカは 20 歳になりました。 

また、施設の老朽化も進んでおり、アルパカ達が休む畜舎の床もデコボコになってしまい 

これまで何度もスタッフで修繕を繰り返してきましたが、解決出来ず悩まされていました。 

そこで、2度目のクラウドファンディングに挑戦し、皆様の暖かいご支援のお陰で 

無事に目標金額を達成することができ、今年の春に畜舎の床の改装工事が行われる予定です。 

改めまして、応援していただいた皆さん本当にありがとうございました。 

きっとアルパカ達が安心して休める快適な畜舎にしたいと思います。 

また、昨年度は剣淵町での新たな体験観光として桜岡湖でのカヌー体験を目標として 

いましたが、アルパカ牧場のスタッフ数名が病に倒れるというアクシデントがあり、人員的な 

問題で、実施することが出来ませんでした。 

実施に向けて色々とご協力いただいていた皆さん本当に申し訳ありませんでした。 

今年度こそは実現できるよう頑張りたいと思います。 

昨年度は他の協力隊の方々のお声がけのお陰で、協力隊同士の交流も増え、一緒にイベントなども

行いました。 

イベントにはたくさんの町民の方々が参加してくださり、とてもいいイベントになりました。 

参加していただいた皆さんありがとうございました。 

これまでは、なかなか他の協力隊の方と交流する機会がありませんでしたが、これを機に他の協力

隊の方と協力し合い、みんなで一緒に剣淵町を盛り上げていければと思います。 

今年度実施する予定の桜岡湖でのカヌー体験も、他の協力隊の方々と一緒に実施出来ればと思いま

す。                         クラウドファンディング 

               
          協力隊イベント              
 
  
 
 
 



２０２３年度活動報告まとめ 

    地域おこし協力隊  吉野 晃之 

 

今年に入り著しい物価高騰で食材の仕入れにもかなりの影響がありました。中でも鶏卵やバタ

ーの品薄状態で「剣淵産のキヌアのサブレ」の製造においてコスト面で厳しく、製造を休止せざ

るを得ない状況となりました。今年は新たにキヌアを用いたお菓子の新商品を提供出来るよう

準備しております。 

 

一昨年から提案させていただいておりました特定外来生物である「桜岡湖のウチダザリガニ」

を食材として提供する計画ですが、幾度の話し合いの末に北海度地方環境事務所・野生生物課

より最終的な回答をいただきました。収益の見込みがある以上は継続的に当該外来種を育成・

増殖するという方向性が生まれ、場合によっては不適切な取り扱いを生じさせるリスクも高め

る可能性があることから、食材の利用が防除の目的に該当すると判断することは難しいと思料

するとのこと。非常に残念な結果に終わってしまいましたが、剣淵高校で飼育している名古屋

コーチンの飼料（粉砕して加工したもの）を目的とした捕獲の許可が行政から得ることが出来

ました。これでオリジナリティ溢れる高品質な鶏卵が出来るのではないかと期待しております。 

 

今年は協力隊メンバーで二度のイベントを開催することが出来ました。カレーやケーキの準備

で奇しくもゲーム大会に参加することは出来ませんでしたが、お集まりいただいた皆様方の笑

顔と笑い声に非常に嬉しく思いました。今年も定期的にイベントを開催していければと、協力隊

メンバーで力を合わせて企画していきたいと思います。 

 

今年後期から温泉がお休みである毎週金曜日のランチタイムを休業させていただき、完全予

約制のお弁当＆スイーツの移動販売をさせていただいております。今現在の時点では町役場、

町の駅、健康センターの配達ですが、ご要望が有りましたら他の場所への配達も思案させてい

ただいております。インスタグラムにメニューを投稿しておりますので、是非ともご一報いただ

ければ幸いです。 

      



本多 美紀地域おこし協力隊 4年目

2023(R5)年度 活動報告

▼　絵本制作 過程 抜粋

▼　その他制作物

工程❶ 絵コンテ

工程❸ 下描き

工程❹ ペン入れ

工程❷ ラフ

工程❺ PC着彩

基本的に絵本は32Pで構成され
ます。キャンバスサイズを決め、
フォーマットを作成し、構想を練ります。

実寸サイズに描き出して、
絵の詳細や文章の配置等
を決めていきます。
一番時間のかかる工程
だったりします…

画法によりますが、自分の場合はペン入れまではアナログで、
最終的にはPCで編集をするスタイルで描いています。
キャンバスサイズよりも少し大きい用紙に描きます。

緊張感のある作業。ひたすら黒ペンで描き続けます。
手が死にます。

PCに画像を取り込
んで、修正、レイヤー
分け、着彩、調整等 
完成までに幾つか
工程があります。
なかなか根気のい
る作業ですが、印象
が大きく変わってく
るので大事な最終
工程です。

※ 未完成のものですが、このようなイメージになります

・ぐるっとライド 参加記念ポストカード
・クリスマス会 おしるし
・名刺新規デザイン　　　　　　　etc...

今も尚絵本作りに奮闘中です
正解のない手探りの作業なので、上手くいか
ない事ばかりですが、完成出来れば達成感
を得られると信じて淡 と々作業をしています
内容に関しましては剣淵町を含む、北海道を
舞台に描いているところです
完成品を皆様にお届け出来るよう、最後まで
頑張ります！

昨年度と同様、町内回覧という形で1年間の
活動報告をさせて頂きました
お読みいただきありがとうございます


